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3。 今後の社内教育のあり方

弊社は滋賀県に根ざし、住宅の販売、施工、アフターサービス、賃貸仲介業を行

う企業として地域に、人に信頼されなければ成長はもとより、存続すら危ぶまれる

ことになってしまいます。                ,
今回の事件を通じて、今までの取り組みが十分でなかったことを真摯に反省し「人

の心の痛みがわかるひとづくり」社員づくりを目指して取組み改善を行ってまいり

ます。前述の「発言の発覚から今日までの取り組み」に引き続き、今後は、以下の

具体的な取り組みを行います。

4.具体的対策案

①人権擁護宣言を行う

2012(平成24)年 1月 5日 人権擁護宣言を行いました。

②社内人権同和教育基本方針と実施要綱の策定

③社内人権・同和教育推進委員会の立ち上げ .

④基本研修計画の策定 .

⑤差別対応マニュアルの作成

⑥人権啓発コーナァの掲示板を休憩室に設置  (人権意識の向上を図る)

以上の対策を弊社は、地薄にしっかり実行、推進し、部落差別撤廃にむけ努力いた

します。また、同様なことが現場レベルでありそうなのが良く理解できました。

つきましては、今回の事件を教材としてパナホームグループに提供し、グループをあ

げて部落差別撤廃にむけて働きかけを行うよう発信してまいります。 し

今回の事件を通じて地域のかたがたには大変ご心労をおかけしましたこと深く心よ

りお詫び申し上げます。 また、部落解放同盟の皆様及び滋賀県、野洲市、栗東市、.

湖南市、草津市の行政に携わる皆様に改めて謝罪申し上げますとともに、今後のご指  …

導を重ねてお願い申し上げます。

2012(平 成24)年 1月 19日

草津市野路町 669番 1

(杓パナホニム滋賀
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